平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（話すこと）
プロトタイプＥ

単元：

BOOK 3，We’re Talking 4
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（話すこと）
評価規準：

Why don’t we～?で「～しませんか」と人に何かを提案する会話をすることができる。
評価方法：

【スピーキングテスト（ダイアローグ）】Exerciseのskitとパラレルなタスクを行う。

教師と生徒のロール・プレイによるテストを行う。カードを生徒に見せた後に，教師が生徒を一人ずつ面接する。
留意点

テストの際は，生徒がもとの教室に戻って情報交換をすることのないように，人の動きに配慮する（教室1に待機させ，教室2で試験実施後，教室3に移動させる。また，待機中およびテスト終了後に行う課題を与えておく。）ことが必要である。
評価基準：A・B・Cの3段階

A：Why don’t we～?を使い，相手の要望に応じた気分転換の提案ができている。
B：Why don’t we～?を使い，気分転換の提案ができている。
C：気分転換の提案ができていない。
評価課題：

あなたの友人が落ち込んでいます。理由を聞き，Why don’t we ~? で相手を気分転換に誘いなさい。
　
	ロール・プレイ・カード

あなたの友人がテニスの試合で負けて，元気がありません。相手が求める方法で気分転換の方法を提案しましょう。


解答例：

Student: How did the tennis match?
Teacher: Don’t even ask. 
Student: Why don’t we go to see a movie?

Teacher: Thanks, but no thanks. I need to get new things.
Student: Why don’t we go shopping?

Teacher: It’s a deal.

留意点
　基本的には，授業で学習したskitを元にした会話である。したがって，あまり自由度は求められない。ここでの評価対象はWhy don’t we～?の部分なので，それ以外の部分の出来は評価基準に到達できているかどうかの判断には影響を与えない。


















